
BE建築設備  ２０１６年３月号66

１．はじめに

　当社は，日立アプライアンス㈱と米国ジョンソ

ンコントロールズインクの合弁会社で，総合空調

のグローバルトップカンパニーを目指し，２０１５年

１０月１日より事業を開始している。ジョンソンコ

ントロールズインクと日立の双方がアジア太平

洋，北米，欧州地域に有する世界的な製造販売網

を活用してグローバルに事業を展開し，これまで

以上に迅速に，スマートに，効率的にお客様の空

調ニーズに応えたいと考えている。

　国内市場での機器提供については，業務用空調

機器は日立アプライアンス㈱，家庭用エアコンに

ついては日立アプライアンス㈱と日立コンシュー

マ・マーケティング㈱が従来どおり行い，大型冷

熱製品（ジェネリンク・吸収冷凍機・ターボ冷凍

機）については当社が機器の製造および提供を行

う。

　本稿で紹介するジェネリンクは，コージェネレ

ーションシステム等からの廃熱を利用し冷水を製

造するものである。当社の各種ジェネリンクにつ

いて，その特徴や用途等について以下に記す。

２．ジェネリンクについて

　各種ジェネリンクの比較を表－１に示す。都市

ガスを燃料とするジェネリンク（標準）を１９９６年

に発売し，今まで多くを納入してきた。近年，多

様化した顧客ニーズに応えるため，多くの新しい

ジェネリンクを製品化した。以下，これらの各種

ジェネリンクについて概説する。

２－１　ジェネリンクmini

　中小型ビルにおける発電容量と冷房能力の最適

な組み合わせを想定し，発電容量３５kWマイクロ

コージェネレーションの廃熱を過不足なく１対１

で回収できる冷房能力６０USRTのジェネリンク

miniを開発した。このシリーズの冷房容量を６０～

１００USRTとし，１２０USRT以上の上位ジェネリン

クシリーズとつなげた。２０１２年に発売したジェネ

リンクminiは，マイクロコージェネレーション廃

熱利用の次に太陽熱利用の納入実績が多い。

２－２　ジェネリンク

　発電容量のより大きなガスエンジンの導入計画

に対応できるよう，２０１３年に廃熱回収増加型（ガ

ス削減率４０％）を発売し，従来のガス削減率２５％

との２本立てで対応可能とした。
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表－１　各種ジェネリンクの比較

用途
（容量範囲）

主燃料廃熱

項　目項番
COP蒸気

都市
ガス

総合
COP

廃蒸気廃温水

工場・学校・老健等（６０～１００USRT）１.４－○０.８－○ジェネリンクmini２－１

病院・物販・オフィス等中大規模建物
（１２０～１４００USRT）

１.５－○０.８－○
ジェネリンク
（標準・廃熱回収増加型）

２－２

１.５－○１.１○○温水・蒸気ジェネリンク２－３

１.４－○０.８－○節電型ジェネリンク２－４

病院・工場・地冷等
（１２０～３０００USRT）

１.４○－１.１○○
蒸気焚ジェネリンク
（標準・廃熱回収増加型）

２－５

工場・オフィス等（１２０～１０００USRT）１.４－○０.８－○×２２温水回収ジェネリンク２－６

備考：廃熱の総合COPは廃温水５０％＋廃蒸気５０％熱量で算出，都市ガスのCOPは低位発熱量基準
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２－３　温水・蒸気ジェネリンク

　温水・蒸気ジェネリンクは，ガスエンジンから

の廃熱を廃温水と廃蒸気に分けて利用することで

高い冷水変換効率（総合COP１.１）を実現し，運転

時間の長い電算センターや国際線ターミナルビル

等で運転を行っている。

２－４　節電型ジェネリンク

　コージェネレーションによる発電に加え，ジェ

ネリンクの補機動力低減による節電も図りたいと

の要望に応えるため，節電型ジェネリンクを発売

し２０１５年竣工のビルで運転を開始している。従来

機種に比べ，冷却水流量を約３０％削減（０.７０m３／

h・USRT）するとともに，冷却水ポンプ変流量制

御も加えることで大幅な節電を達成している。

２－５　蒸気焚ジェネリンク

　蒸気焚ジェネリンクは，２００６年発売以降，蒸気

需要の多い病院や工場，地域冷暖房等で多く使用

されている。２０１３年に新しくシリーズに加えた廃

熱回収増加型は，廃温水の利用により蒸気消費量

を３０％削減し，蒸気消費率２.５kg／h・USRTの達成

が可能である。

２－６　２温水回収ジェネリンク

　２温水回収ジェネリンクは，温度レベルや熱量

の異なる２種類の廃温水（２温水）を，１台のジ

ェネリンクで冷水製造に利用できるようにしたも

ので，複数存在する廃熱の利用促進を狙ってい

る。２０１５年から商用運転が行われている初号機

（写真－１）は，ガスエンジン廃熱と空気圧縮機

廃熱の２温水を利用し冷暖房を行っている。

３．おわりに

　都市ガスや蒸気を主燃料とし，コージェネレー

ションの廃熱等を補助熱源とするジェネリンク

は，省エネルギーおよび電力負荷の平準化が可能

な空調熱源機として，今後のさらなる導入増が期

待されている。日立では，コージェネレーション

や太陽熱，工場等の廃熱の有効利用に対応するた

め，各種ジェネリンクを品揃えしている。今後

も，お客様の要望に応えるべく，品揃え拡充や効

率改善等を図っていく所存である。

写真－１　２温水回収ジェネリンク（７００USRT）


